
平成２９年度当初予算案主要事項説明平成２９年度当初予算案主要事項説明平成２９年度当初予算案主要事項説明平成２９年度当初予算案主要事項説明

教 育 委 員 会

事 業 名 京都式「学力向上教育サポーター」事業費

予 算 額 １５６，７４２千円 新規・継続の別 拡充

１ 子どもの学習・生活支援プラットフォーム事業１ 子どもの学習・生活支援プラットフォーム事業１ 子どもの学習・生活支援プラットフォーム事業１ 子どもの学習・生活支援プラットフォーム事業 １４３，７４２千円

(1) まなび・生活アドバイザー配置 ８７，１９１千円

(2) 社会福祉士・臨床心理士等派遣 ５６，５５１千円 拡充拡充拡充拡充

目 的目 的目 的目 的

(1) 児童生徒の基本的生活習慣の確立、学習習慣の定着等を図る。

(2) 学校で教育と福祉が連携したケース会議を開催できる体制を整備する。

事 業 内 容 内 容内 容内 容内 容

(1) 府内の小・中学校に「まなび・生活アドバイザー」を配置し、児童生

徒の基本的生活習慣の確立、学習習慣の定着等を支援する。

目 的 （㉙小学校２１人、中学校１８人）

拡 (2) 子どもの状況に応じて、教育的、福祉的観点から学習・生活支援策を

対 象 検討・実施できるよう、全ての学校に「社会福祉士、臨床心理士等」を

派遣する。

方 法 等

２ 京都式「効果のある学校」推進事業２ 京都式「効果のある学校」推進事業２ 京都式「効果のある学校」推進事業２ 京都式「効果のある学校」推進事業 １３，０００千円

目 的目 的目 的目 的

困難な状況に置かれている児童生徒をはじめ、すべての児童生徒の基礎学力の

充実と希望進路の実現を図る学校づくりを推進する。

内 容内 容内 容内 容

小中学校に「学校経営・組織体制｣、｢発達障害・不登校｣、｢幼児教育｣の３つ

の専門家チーム（「教育力向上型」サポーター）を派遣するとともに、学区の地

域をつなぐ「地域ネットワーク型」サポーターを配置し、学力課題の調査・分析

や指導、地域のネットワークづくりを実施する。

担当課名 学校教育課 指導第１担当 電 話 番 号 075-414-5833
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